
、4)

35 Q-zaemon Ave. 35 O-

Avet

美
し
く
心
豊
か
に

村
上
リ
ウ

日

々

ぞ

日

日

日

日

　

日

日

の

日

日

ぞ

日

日

ヒ

ビ

ぞ

ヒ

ビ

　

ヒ

ビ

　

ニ
チ

ジ

ツ

の

ヒ
ビ
ぞ
ヒ
ビ
　

　

藤
本
義

一

拍
手
が
う
れ
し
い
の
は
シ
ェ

フ
も
役
者
も
…
…

俳
優
　
山
口
　
崇

明
る
く
　
楽
し
く
　
美
し
く

金
ピ
カ
先
生
　
佐
藤
忠
志

延
寿
萬
歳

「
め
で
た
き
こ
と
が
幾
久
し

く
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と

を
伝
う
」

華
堂
書

三
洋
商
店
　
寺
井

女
房
以
外
の
恋
人
？

い
ま
す
よ
。
明
日
は
デ
ー
ト

な
ん
で
す
。

ウ
チ
の
は
何
も
言
い
ま
せ
ん
。

思
と
女
の
つ
」嗜
あ
い
で
は
、

男
の
僕
が

″華
〃
を
持
た
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
逆
に
、
男
は
女
を
ど

う

″咲
か
せ
て
〃
や
る
か
で

―
）
よ
う
。

Ｋ

ｏ
０

誠
実
は
花
の
如
し

声
は
無
く
と
も

人
は
集
る

卜
さ
れ
て
い
る
方
は
低
脂
肪

乳
…
…
用
途
に
応
じ
て
牛
乳

を
選
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
よ
う
か
。
ま
た
、
自
然
に

近
い
低
温
殺
菌
牛
乳
や
常
温

で
保
存
が
可
能
な
ロ
ン
グ
ラ

イ
フ
ミ
ル
ク

（
Ｌ
Ｌ
牛
乳
）

な
ど
も
出
回
っ
て
い
ま
す
。

歯
な
ら
び
な
ん
て
…
…

と
て
も
大
事
な
コ
ト
な
ん
で

す
。

矯
正
歯
科
医
　
武
内
健
二
郎

花
に
は
水
を

親
に
は
感
謝
を

妻
に
は
愛
を

子
に
は
心
を

仕
事
に
ロ
マ
ン
を

野
村
ツ
ー
リ
ス
ト
ビ
ュ
ー
ロ
ー

林
　
　
崚

こ
こ
に
は
ゆ
と
り
が
た
っ
ぷ

西
洋
料
理
や
製
菓
に
欠
か

せ
な
い
生
ク
リ
ー
ム
は
牛
乳

の
脂
肪
分
を
分
離
さ
せ
て
集

め
た
も
の
で
、
脂
肪
分
の
量

に
よ
っ
て
、
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー

ム
や
コ
ー
ヒ
ー
フ
レ
ッ
シ
ユ

に
分
類
さ
れ
ま
す
。
料
理
や

製
菓
に
使
わ
れ
る
の
は
、
脂

肪
分
４０
～
６０
％
の
も
の
で
す
。

最
近
で
は
、
植
物
性
油
脂
を

主
原
料
と
し
た
も
の
も
あ
り

安
価
で
す
が
、
風
味
が
落
ち

ま
す
。
ま
た
、
サ
ヮ
ー
ク
リ
ー

ム
と
い
う
の
は
脂
肪
分
４０
％

以
下
の
生
ク
リ
ー
ム
を
乳
酸

発
酵
さ
せ
た
も
の
で
す
。

愛

（
ラ
ブ
）
と
情
熱

（
パ
ッ

ｅ
．

シ
ョ
ン
）
。
　

　

　

　

　

Ｖ

こ
の
二
つ
が
あ
れ
ば
人
生
を
Ａ
ハ

生
き
て
行
け
る
。　
　
　
　
　
ｎ

「
八
月
の
鯨
」
リ
リ
ア
ン
・　
○

ギ
ッ
シ
ュ
の
言
葉
か
ら
　
　
η

東
宝
東
和
　
出
目
さ
き
子

ｅ

日
々
新
又
日
新
也
　
　
　
　
々

奈
良
医
大
泌
尿
器
科
教
授
　
―【―・

岡
島
英
五
郎
（
Ч

オ
ク
ソ
ン
創
業
以
来
の
お
付
Ｅ
３

合
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
Ｊ

編
集
後
記

▼

「花
博
」
の
開
催
、

「
イ

ラ
ク
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
侵
攻
」

「
即
位
の
礼
」
…
…
等
、
平

成
二
年
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
出

来
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。
皆

様
方
に
は
平
成
二
年
と
い
う

一
年
間
が
、
ど
の
よ
う
な
印

象
と
し
て
残
っ
た
で
し
ょ
う

ユ
”
″▼

挨
拶
の
仕
方
に
も
上
手
下

手
が
あ
る
と
教
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
何
か
む
ず
か
し
い
よ

う
に
思
え
る
が
、
じ

つ
は
簡

単
な
こ
と
で
、
上
手
な
挨
拶

を
す
る
秘
訣
は
大
き
な
声
で

は
っ
き
り
言
う
こ
と
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

▼
下
手
な
挨
拶
、
悪
い
挨
拶

と
は
、
小
さ
な
声
で
ボ
ソ
ボ

ソ
言
う
こ
と
で
、
こ
れ
で
は

挨
拶
し
て
も
、
相
手
の
受
け

る
印
象
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

少
な
く
と
も
挨
拶
だ
け
は
意

識
的
に
明
る
い
声
で
す
る
よ

う
に
心
が
け
て
お
り
ま
す
が
、

ご
来
店
の
際
、
オ
ク
ソ
ン
の

挨
拶
に
お
気
付
の
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
遠
慮
な
く
お
教

え
下
さ
い
。

▼
平
成
三
年
に
乾
杯
。
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ご
存
じ
て
し
ょ
う
か

牛
乳
は
、
た
ん
ぱ
く
質
、

脂
肪
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
を

豊
富
に
含
ん
で
お
り
、
日
常

生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
栄
養

食
品
と
し
て
、
あ
ま
り
に
も

身
近
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま

す
。
最
近
、
ス
ー
パ
ー
な
ど

の
牛
乳
売
場
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
タ
イ
プ
の
牛
乳
が
並
ん

で
い
ま
す
が
、
正
確
に
は
牛

乳
、
加
工
乳
、
乳
飲
料
に
分

け
て
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

「牛
乳
」
は
、
生
乳
以
外
の

も
の
を
混
入
せ
ず
に
殺
菌
処

理
だ
け
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
加
工
乳
」
は
、
生
乳
を
主

体
に
ク
リ
ー
ム
、
脱
脂
粉
乳
、

無
塩
バ
タ
ー
な
ど
を
加
え
て

作
っ
た
も
の
で
、　
一
般
に
牛

乳
よ
り
も
安
価
で
す
。

「乳

り
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
美
味
求
具

‥

そ
れ
が
人
の
心
を
な
ご
ま
せ
　
日
々
是
好
味

山
本
歯
科
　
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
ま
で
も
御
隆
盛
に

読
売
ラ
イ
フ
　
中
村
　
徹
　
　
道
人
病
院
　
宮
崎
昌
之

近
頃
は
人
手
不
足
を
補
な

う
た
め
、
日
本
料
理
店
に
ま

で
外
人
さ
ん
が
雇
わ
れ
て
い

ま
す
。
外
人
さ
ん
を
真
先
に

雇

っ
た
の
は
い
ま
か
ら
百
年

か
ら
百
十
年
前

（
１
８
８
１

～
１
８
９
８
年
）
、

「
翔
ぶ

が
如
く
」

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｖ
）

え
が
く
と
こ
ろ
の
明
治
政
府

だ
っ
た
の
で
す
。

民
間
企
業
も
、
香
港
や
上

海
で
接
触
し
た
外
人
か
ら
紹

介
さ
れ
て
雇
入
れ
る
ケ
ー
ス

も
多
く
、
外
務
省
は
し
ば
し

ば
注
意
書
を
公
布
し
て
い
た

の
で
す
か
ら
、
い
ま
と
似
通
っ

た
世
相
が
み
ら
れ
ま
す
。

そ
の
名
も

「お
雇
外
国
人
」

と
よ
ん
で
い
ま
し
た
。
役
所

で
多
く
雇
っ
た
順
に
な
ら
べ

て
み
ま
し
ょ
う
。

（人
）

文
部
省
６
１
５
、
外
務
省

３
６
７
、
工
部
省
２
２
９
、

海
軍
省
２
１
２
、
内
務
省
１

１
５
、
内
閣
１
１
１
、
陸
軍

省
９
２
、
農
商
務
省
８
８
、

宮
内
省
６
７
、
大
蔵
省
５
３
、

司
法
省
４
９
と
い
っ
た
調
子

で
す
。
ち
な
み
に
総
理
大
臣

の
給
料
は
８
０
０
円
で
、
司

法
省
の
お
雇
外
国
人
は
７
２

０
円
、
大
蔵
省
が
５
０
０
円

で
し
た
。
公
務
員
の
大
卒
初

任
給
は
１
０
０
円
。
そ
の
頃

の
学
士
サ
マ
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
の
よ
う
に
輝
き
、
巡
査
の

初
任
給
１
０
円
の
１０
倍
を
と
っ

て
い
て
も
、
司
法
省
の
外
人

サ
マ
に
は
遠
く
及
ば
な
か
っ

た
の
で
す
。
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MIして

飲
料
」
は
、
牛
乳
を
主
原
料

と
し
て
コ
ー
ヒ
ー
、
果
汁
ヽ

甘
味
料
な
ど
を
加
え
た
も
の

で
、
低
万
ロ
リ
ー
の
ロ
ー
フ
ァ
ッ

ト
ミ
ル
ク

（低
脂
肪
乳
）
も

こ
の
仲
間
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

料
理
に
は
牛
乳
、
毎
日
飲

む
な
ら
加
工
乳
、
ダ
イ
エ
ッ

~~~~~~¬
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牛
乳
と
生
ク
リ
ー
ム


